
第７回大和川流域委員会

第７回大和川流域委員会
(H1７.9.1)

質問に対する回答
河川管理者資料

新大和川の破堤・洪水の歴史、その時の土
木工事の対応等について情報があれば教え
て欲しい。

第２回大和川流域委員会(H16.8.25)での沖村委員からの質問



第７回大和川流域委員会

第２回流域委員会での質問に対する回答

すぐに築留より太田村までの四〇町（約4.4km）以上
の堤防が五尺（約1.5m）上置された。

○その時の土木工事の対応

川の中に長さ約1,300m、幅約100mにも及ぶ、巨大
な粘土の台地が、いくつか残されたままになっていた
ため、翌1717（享保2）年にこれらの台地を取り除く工
事が行われた。

参考：甚兵衛と大和川 北から西への改流・三〇〇年 （中 九兵衛）
歴史研究四二号（2005年3月抜刷）畿内・近国の河川支配 －大和川堤防を中心に－ （岩城 卓二）
大和川物語 （大阪府柏原市役所）

○新大和川の破堤・洪水の歴史

付替え工事完成から12年後の1716（正徳6）年6月20日、豪雨により石川・
大和川合流付近で堤防が決壊し、大洪水が起きた。築留で100間（約182m）

余、船橋・国府村領境で80間（約145m）余の切れ所があり、大量の溢水が新
川沿いの落堀川にも押し寄せた。

この洪水が確認されている唯一の築留堤防の破堤である。

こ う



第７回大和川流域委員会

大和川の直轄管理区間にある河川構造物が、

生物の連続性にどのような影響を与えているのか？

第４回流域委員会（H17.1.28）での中川委員、前迫委員からの質問



第７回大和川流域委員会

生態系の河川構造物による縦断的影響
第４回流域委員会での質問に対する回答

20.0k15.0k10.0k5.0k主な魚種

－○△△○○ウナギ（大型底生魚）

－○○－－－アユ（小型回遊魚）
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◎

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

トウヨシノボリ（小型底生魚）

カマツカ（中型底生魚）

ギンブナ（中型遊泳魚）

コイ（大型遊泳魚）

帯工

潮止堰

柏原堰堤

１９９０，１９９５，２０００河川水辺の国勢調査における確認地点 【大阪府域】

◎：過去３回確認
○：過去２回確認
△：過去１回確認
－：過去に未確認
空白：未調査

※生物に影響のある河川構造物は、堰・橋梁・床固め等考えられますが、今回は主に堰・床固めに着目して表示しています。
※主な魚種は①確認種数が多い遊泳魚としてコイ・ギンブナ ②水産上の重要種及び回遊魚としてアユ③回遊性の底生魚
としてウナギ・トウヨシノボリ ④底生魚及び貴重種としてカマツカを参考とした。

5.0k 10.0k 15.0k 20.0k



第７回大和川流域委員会

生態系の河川構造物による縦断的影響
第４回流域委員会での質問に対する回答

35.030.0k25.0k主な魚類

－－△△ウナギ（大型底生魚）

△△－－アユ（小型回遊魚）

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

トウヨシノボリ（小型底生魚）

カマツカ（中型底生魚）

ギンブナ（中型遊泳魚）

コイ（大型遊泳魚）

１９９０，１９９５，２０００河川水辺の国勢調査における確認地点 【奈良県域】

5.0k佐保川

－

－

○

△

◎

◎

◎：過去３回確認
○：過去２回確認
△：過去１回確認
－：過去に未確認
空白：未調査

※生物に影響のある河川構造物は、堰・橋梁・床固め等考えられますが、今回は主に堰・床固めに着目して表示しています。
※主な魚種は①確認種数が多い遊泳魚としてコイ・ギンブナ ②水産上の重要種及び回遊魚としてアユ③回遊性の底生魚
としてウナギ・トウヨシノボリ ④底生魚及び貴重種としてカマツカを参考とした。

王寺堰堤

須原井堰

堤添井堰

城井井堰

番条北井堰

大川井堰長安寺井堰高橋床固

25.0k 30.0k 35.0k

5.0k



第７回大和川流域委員会

ダムの堆砂の問題は利水、治水の両方に絡んで

くる。現状の堆砂状況や経緯に関する情報が必要

である。

第５回流域委員会（H17.3.14）での中川委員からの質問



第７回大和川流域委員会

第５回流域委員会での質問に対する回答

滝畑ダム（石川）

0.523

湛水面積
(km2)

22.9

流域面積
(km2)

62.0

堤高
(m)

84.5

堤体積
(千m3)

120.5FAW重力式1982(S57)年

堤頂長
(m)

目的
※

型式竣工

66.510.7H29

70.83.6H411

105.033.4H714

110.85.7H916

105.10.1H815

71.60.2H613

71.40.6H512

67.20.7H310

55.88.6H18

47.20.1S637

45.613.2S615

31.80.6S593

31.219.5S582

47.11.5S626

126.40.8H1421

125.61.5H1320

124.12.5H1219

121.67.4H1118

114.23.4H1017

32.40.6S604

11.711.7S571

累加堆砂量
(千m3)

期間堆砂量
(千m3)

年度
経過
年数

1,3228,0189,340

堆砂容量
(千m3)

有効貯水量
(千m3)

総貯水量
(千m3)

※目的 Ｆ：洪水調節、農地防災 Ｎ：不特定用水、河川維持用水
Ａ：かんがい用水 Ｗ：上水道用水
Ｉ ：工業用水 Ｐ：発電

滝畑ダム堆砂量の経年変化
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累加量

年間量

総貯水量に対する堆砂率(%)

堆砂容量に対する堆砂率(%)

堆砂量(千m3)
％

2636.0

比堆砂量
(m3/km2/年)

年平均量
(千m3)
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天理ダム堆砂量の経年変化

-50

0

50

100

150

200

250

S54S55S56S57S58S59S60S61S62S63 H 1 H 2 H 3 H 4 H 5 H 6 H 7 H 8 H 9H10H11H12H13H14

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

累加量

年間量

堆砂容量に対する堆砂率(%)

総貯水量に対する堆砂率(%)

堆砂量(千m3) ％

第５回流域委員会での質問に対する回答

天理ダム（布留川）

0.18

湛水面積
(km2)

10.72

流域面積
(km2)

60.5

堤高
(m)

193.0

堤体積
(千m3)

210.0FNW重力式1978(S53)年

堤頂長
(m)

目的
※

型式竣工

199.53.1H1323

202.32.8H1424

92.024.0S6310

136.016.0H212

157.08.0H515

162.43.6H717

158.81.8H616

149.03.0H414

146.010.0H313

120.028.0H111

68.015.0S629

53.023.0S618

46.030.0S596

-6.0-1.0S574

-12.0-12.0S541

-5.06.0S563

30.0-16.0S607

196.48.6H1222

187.88.6H1121

179.27.4H1020

171.84.9H919

166.94.5H818

16.022.0S585

-11.01.0S552

累加堆砂量
(千m3)

期間堆砂量
(千m3)年度経過

年数

2502,2502,500

堆砂容量
(千m3)

有効貯水量
(千m3)

総貯水量
(千m3)

※目的 Ｆ：洪水調節、農地防災 Ｎ：不特定用水、河川維持用水
Ａ：かんがい用水 Ｗ：上水道用水
Ｉ ：工業用水 Ｐ：発電

7878.4

比堆砂量
(m3/km2/年)

年平均量
(千m3)
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初瀬ダム堆砂量の経年変化
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堆砂容量に対する堆砂率(%)

堆砂量(千m3) ％

第５回流域委員会での質問に対する回答

初瀬ダム（大和川）

0.21

湛水面積
(km2)

24.2

流域面積
(km2)

55.0

堤高
(m)

165.0

堤体積
(千m3)

212.5FNW重力式1988(S63)年

堤頂長
(m)

目的
※

型式竣工

144.322.0H910

171.112.7H1112

171.30.1H1415

171.20.2H1314

171.0-0.1H1213

158.414.1H1011

122.318.4H89

103.915.7H78

98.024.0H56

67.05.0H34

12.012.0S631

62.024.0H23

88.2-9.8H67

74.07.0H45

38.026.0H12

累加堆砂量
(千m3)

期間堆砂量
(千m3)

年度
経過
年数

6503,7404,390

堆砂容量
(千m3)

有効貯水量
(千m3)

総貯水量
(千m3)

※目的 Ｆ：洪水調節、農地防災 Ｎ：不特定用水、河川維持用水
Ａ：かんがい用水 Ｗ：上水道用水
Ｉ ：工業用水 Ｐ：発電

47111.4

比堆砂量
(m3/km2/年)

年平均量
(千m3)
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第５回流域委員会での質問に対する回答

白川ダム（高瀬川・楢川）

0.18

湛水面積
(km2)

6.0

流域面積
(km2)

30.0

堤高
(m)

850.0

堤体積
(千m3)

516.0FAアース1998(H10)年

堤頂長
(m)

目的
※

型式竣工

9.60.0H134

6.36.3H101

9.61.5H123

9.90.3H145

8.11.8H112

累加堆砂量
(千m3)

期間堆砂量
(千m3)

年度
経過
年数

2001,3601,560

堆砂容量
(千m3)

有効貯水量
(千m3)

総貯水量
(千m3)

白川ダム堆砂量の経年変化
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堆砂容量に対する堆砂率(%)

堆砂量(千m3) ％

※目的 Ｆ：洪水調節、農地防災 Ｎ：不特定用水、河川維持用水
Ａ：かんがい用水 Ｗ：上水道用水
Ｉ ：工業用水 Ｐ：発電

3332.0

比堆砂量
(m3/km2/年)

年平均量
(千m3)
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昭和２８年の降雨波形で決められた柏原地点
の基本高水流量は、昭和５７年８月の実績流
量と倍近く違うことについて説明をお願いした
い。

第６回大和川流域委員会(H17.6.14)での椎葉委員からの質問



第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

基本高水流量と昭和５７年８月の実績流量との相違は以下の要因
があると考えられます。

①降雨波形の相違（２山と１山の波形の差、雨量の引伸率）

②実績での氾濫（実績は氾濫等により流水が堤内地に溢れ、流下が遅れる分がある）

このうち最も大きな要因としては、降雨波形の相違が考えられ、２山である昭和５７年８
月実績と１山を引き伸ばした基本高水におけるピーク雨量の差が流出量の差となって現
れています。

流量相違の要因

②実績での氾濫①降雨波形の相違

基本高水流量と実績流量の相違
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S28年9月型
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柏　原

9月24日 26日 27日25日

第６回流域委員会の質問に対する回答

基本高水ハイドログラフ

3,400

5,200

ピーク流量

(m3/s)

1/150

1/200

超過確率
計画降雨量

(mm/2日)
地点

268王寺

280柏原

昭和５７年洪水再現ハイドログラフ

昭和５７年洪水の降雨波形は２山となっており、２日雨量が同程度の基本高
水の昭和２８年型洪水の１山波形と比べ、時間雨量のピークが小さくなって
います。よってピーク流量も昭和５７年洪水の方が小さくなります。

柏原２日雨量
280mm

①降雨波形の相違

ピーク雨量35mm

2,000

3,300

2,100

3,200

ピーク流量(m3/s)

前山 後山

降雨量

(mm/2日)
地点

274王寺

291柏原

S57年8月洪水再現（工実条件）
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柏原上流域平均雨量

王　寺

柏　原

4日8月1日7月31日 3日2日

柏原２日雨量
291mm

150mm（17h） 154mm（20h）

ピーク雨量17mm
ピーク雨量20mm



第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

②実績での氾濫
実績は氾濫等により流水が堤内地に溢れ、河川水位が下がると再び河道へ流
出するため、流下の遅れがありますが、計画は、目標の流量を河道で流下させ
るため、ピーク流量に差を生じます。

：　樋門

：　氾濫計算範囲

：　河川（不定流区間）

　　●壁立流出計算条件

・土地利用：昭和62年

・流域対策：なし

・流域調整池：なし

・ダム：滝畑、天理

・遊水地：なし

・本川河道：昭和56年

・支川河道（直轄区間）：昭和58年

・支川河道（直轄区間外）：測量年次は様々、もしくは全計断面

　　●氾濫計算条件

・計算メッシュ

・不定流区間内の溢水、越水のみを考慮

・樋門操作：考慮する

・ポンプ操作：考慮しない

柏原

王寺大和川

石
川

東
除
川

西除川

葛
下
川

三代川

富
雄
川

佐
保
川

寺川

曽
我
川

飛
鳥
川

大和川

S57年8月出水(再現計算)
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10 22 10 22 10 22 10 22 h

m3/s

王　寺（再　現）

柏　原（再　現）

王　寺
（氾濫なし・ポンプ排水）

柏　原
（氾濫なし・ポンプ排水）

4日1日7月31日 3日2日

260m3/s

160m3/s

参考：氾濫の有無の差

240m3/s

150m3/s



第７回大和川流域委員会

柏原の基本高水流量5,200m3/sというのは非
常に大きな数値であり、王寺との流量の差は
石川からの流入量が原因であることから、計
画のハイドロは王寺と柏原の２地点を表示し
て欲しい。

第６回大和川流域委員会(H17.6.14)での荻野委員からの質問



第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

基本高水流量（柏原・王寺地点）

3,4001.78268.21/150150.6王寺

1.77

1.77

引伸率

189.9

158.3

実績降雨

(mm/2日)

1,700

5,200

ピーク流量

(m3/s)

柏原地点1/200

1/200

超過確率
計画降雨量

(mm/2日)
地点

336.3道明寺

280.4柏原

基本高水流量は、柏原地点5,200m3/s、王寺地点3,400m3/s、ピーク流量の時
間差は１時間となっています。

※表の値は昭和52年工事実施基本計画による。
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昭和28年9月型
柏原地点19h

5,200m3/s

王寺地点18h
3,400m3/s

道明寺地点1７h
1,700m3/s

1h

2h

道明寺地点のピーク流量は、本川計画（柏原地点１／２００）の通過流量の最大値としている。



第７回大和川流域委員会

２日雨量というのは、支川にとってあまり適当
な雨量ではないと思う。支川についてどう考
えていくか、検討されたものがあれば提示し
て欲しい。

第６回大和川流域委員会(H17.6.14)での井上委員長からの質問



第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

支川計画について
○大阪府

大阪府では、流域面積が比較的大きい石川や、洪水調節施設（狭山池ダム）がある西除

川において、２４時間雨量を用いています。その他の河川については洪水到達時間が概

ね１時間であり、流域面積も小さいことから合理式にて計画流量を算出しています。

なお、当面はできるだけ早期に一定の治水効果を上げるため、１／１０（時間雨量５０mm

程度）の降雨に対処できるよう整備を進めています。

○奈良県

奈良県の河川計画は、大和川本川と合わせて、総合治水対策事業として計画してます。

計画雨量は、奈良県中央集中型（５１．６mm/h）を設定しており、その規模は年超過確率

１／１０としています。

ー７５．８mm（１時間）１／１００その他

中央集中型人口降雨２３３．９mm（２４時間）１／１００西除川

昭和２７年７月実績降雨引伸２５５．８mm（２４時間）１／１５０＊石川

降雨波形計画対象降雨年超過確率

＊石川流域の河川整備計画は未策定であり、参考値として以前の計画（全体計画）を示している。
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第６回流域委員会の質問に対する回答

大阪府河川整備計画の降雨波形

●大阪府の計画雨量（1/100確率降雨）－南河内地区

時間

雨量（mm）

７５．８mm／ｈ（他河川）

２３３．９mm／２４ｈ（西除川）

※石川流域の河川整備計画は、未策定であり、降雨波形も今後再検討します。
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第６回流域委員会の質問に対する回答

奈良県河川整備計画の降雨波形

●奈良県の計画雨量（1/10確率降雨）－奈良県中央集中型

時間

雨量（mm）

５１．６mm／ｈ



第７回大和川流域委員会

流下能力図は重要な図であるので、計算手法
や出発水位等の根拠がわかるようにして欲し
い。

第６回流域委員会（H17.6.14）での井上委員長からの質問
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流速と水深が断面ごとに変わる流れ。自然河
川のように各段面が複雑に変化し、流速や水深
が各段面によって変化する場合に、この計算手
法を採用します。この計算手法では、河川の各
段面変化による縦断的な影響（合流、構造物、
湾曲、砂州等による水位上昇）を考慮した計算
が可能。

流速と水深が水の流れ方向の各断面で一様
な流れ。一般的に水路のような断面形状が規則
的な流れの場合に、この計算手法を採用します。

不 等 流等 流

自然河川では、現況流下能力を算出するのに、不等流計算で行います。

現況流下能力①（等流と不等流について）

流速＝一定
水深＝一定

流速＝変化する
水深＝変化する

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力②（不等流計算について）
不等流計算では、全川における河川水位を下流からの連続方程式により算出しま

す。計算を行うにあたっては、精度よく算出するため、以下のような条件を与えたり、
河川特性を区分するためセグメント（特性）に分けたりします。

横断図

河川内の樹木群や急拡急縮など
流れの妨げとなる箇所。

河川表面の粗さの程度を示す係数。
芝生や護岸ブロックや岩などの種類
を基に設定します。

死水域 粗度係数

縦断図出発水位

不等流計算では、橋梁
等の構造物がある所に
おいて水位上昇を見込
みます。そのほか、水
位上昇が発生する箇所
として、河川の合流部
やわん曲・砂州につい
ても考慮しています。

水位上昇量Δｈ
不等流計算に用いる
下流端水位。

セグメント

河川特性を区分したもの。
主に河床勾配と河床材料
から区分される。 セグメント セグメント セグメント

距離標（km）

現況堤防高

計算水位

現況河床高

標
高

（
T

.P
.m

）

橋梁

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力③（現況流下能力算出フロー）

●現況河道特性（諸元，境界条件）の整理
1）セグメント区分
2）出発水位（本川・支川）
3）粗度係数（低水路・高水敷）
4）死水域

●不等流計算による水位算出
1）合流による水位上昇 Δh01
2）構造物による水位上昇 Δh02
3）わん曲による水位上昇 Δh03
4）砂州による水位上昇 Δh04

● H－Q式の算定
1）流量ケースの設定
2）最小二乗法によるＨ－Ｑ式の算定

Ｑ＝ａ（Ｈ＋ｂ）2

●現況断面の設定
定期横断測量（Ｈ13）

●堤防断面評価
1）完成堤防
2）暫定堤防（カミソリ堤形状）
3）無堤、堀込み

●評価水位の設定
・計画高水位評価
・スライドダウン評価
・その他特別評価

●現況流下能力の算出
1）Ｈ-Ｑ式および評価水位より

断面毎の流下能力の算定
2）流下能力図作成

第６回流域委員会の質問に対する回答
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１）セグメント区分
現況流下能力④（現況河道特性①）
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高瀬川
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ｉ＝1/3,630

ＤＲ＝0.15mm
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k0.0k

2.2k

8.0k
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セグメント2-2

ｉ＝1/1,880

ＤＲ＝2.0mm

直線河道

セグメント2-2

ｉ＝1/1,450

ＤＲ＝4.0mm

湾曲および

直線河道

セグメント2-2

ｉ＝1/1,170

ＤＲ＝4.0mm

直線河道

セグメント2-2

ｉ＝1/1,160

ＤＲ＝2.0mm

緩やかな

湾曲河道

セグメント2-2

ｉ＝1/440

ＤＲ＝4.0mm

山あいの

湾曲河道

セグメントM

ｉ＝1/440

ＤＲ＝岩河道

山あいの

直線河道

セグメント2-2

ｉ＝1/1,130

ＤＲ＝2.0mm

直線および

湾曲河道

セグメント2-2

ｉ＝1/1,130

ＤＲ＝1.5mm

直線および

湾曲河道

1.0k

セグメント2-2

ｉ＝1/550

ＤＲ＝2.0mm

直線河道

0.0k

2.0k

セグメント2-2

ｉ＝1/920

ＤＲ＝1.5mm

直線河道

セグメント2-2

ｉ＝1/1,410

ＤＲ＝1.5mm

直線河道

セグメント2-2

ｉ＝1/760

ＤＲ＝2.0mm

直線河道

0.0k

セグメント2-2

ｉ＝830

ＤＲ＝10.0mm

直線河道

２）出発水位

本川のピーク水位支川出発水位

河口出発水位

＝朔望平均満潮位

＋密度差による水位上昇

＋ピーク流量時偏差

＝TP+0.79m＋0.08m＋0.31m

＝TP+1.18m

本川出発水位

（河口部水位）

大和川

-0k/670-2k/000

死水域

出発地点

凡例
ｉ ：河床勾配

ＤＲ ：代表粒径

地蔵院川

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力⑤-1（現況河道特性②-1）

西
除
川

東
除
川 石

川

葛
下
川

竜
田
川 富

雄
川

曽
我
川

飛
鳥
川

寺
川

大和川

菩提仙川

秋篠川

佐
保
川

奈
良
県大

阪
府

高瀬川

初瀬川セグメント3
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高水左 0.030

低 水 0.029

高水右 0.034
セグメント2-2
高水左 0.030
低 水 0.025
高水右 0.031

セグメント2-2

高水左 0.036

低 水 0.026

高水右 0.031

セグメント2-2

高水左 0.043

低 水 0.028

高水右 0.033

セグメント2-2

高水左 －

低 水 0.037

高水右 －

セグメントM

高水左 －

低 水 0.037

高水右 －

セグメント2-2

高水左 0.042

低 水 0.024

高水右 0.039

セグメント2-2

高水左 0.043

低 水 0.024

高水右 0.043

1.0k

セグメント2-2

高水左 0.049

低 水 0.032

高水右 0.053

0.0k

2.0k

セグメント2-2

高水左 0.036

低 水 0.028

高水右 0.046

セグメント2-2

高水左 0.041

低 水 0.022

高水右 0.039

セグメント2-2

高水左 0.033

低 水 0.022

高水右 0.033

0.0k

セグメント2-2

高水左 0.035

低 水 0.016

高水右 0.050

地蔵院川

３）粗度係数

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力⑤-2（現況河道特性②-2）

●低水路粗度係数

逆算粗度（痕跡あわせ）、推定粗度（水理諸元より）等より総合的に判断し、

区間毎の河道特性に応じた低水路粗度を設定します。

●高水敷粗度係数

高水敷粗度係数は、高水敷上の水深と草木類の高さや倒伏状況から
設定します。

左右岸の痕跡水位
の平均値と計算水
位が合うように粗度
係数を逆算します

〔逆算粗度〕 〔推定粗度〕

粒径

水深、勾配、流速

水面幅

摩擦速度
無次元掃流力

洪水時の
河道特性量より粗度
係数を推定します。

粗度大粗度小 粗度大粗度小

〔水深と植生高さ〕 〔倒伏状況〕

代表洪水
痕跡水位

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力⑥（現況河道特性③）

●樹木群による死水域

●急拡急縮による死水域
【例：藤井付近】

【例：亀の瀬付近】

大和川

樹木群

死水域

大和川

４）死水域

流れ
死水域

内挿断面

5°

樹木群

5°

計算断面 測点

急拡

急縮

5°26°

f=0.04

流れ

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力⑦（不等流計算水位①）

２）構造物による水位上昇（Δｈ02）

橋脚により堰上げが生じます。

 

１）合流による水位上昇（Δｈ01）

橋梁

実現象では、摩擦抵抗のみを考
慮した不等流計算の水位に加え
て、河道状況や構造物により水
位上昇が発生します。

合流付近において、合流角度が大きい
場合や流量規模に大差がある場合など
には堰上げが生じます。

合流部では、互いの流れが干渉
し合い流速が低下し、水位上昇
が生じます

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力⑧（不等流計算水位②）

３）わん曲による水位上昇（Δｈ03）

遠心力により、わん曲部外岸と河川中心には水位

差が生じます。

４）砂州による水位上昇（Δｈ04）

砂州等が形成されると、河道内を流れが蛇行し、
直線河道にあっても左右岸に水位差が発生しま
す。

Δh/2
－Δh/2

砂州

砂州

第６回流域委員会の質問に対する回答
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現況流下能力⑨（水位と流量の関係）

河川水位と流量の関係を求めるため、10ケース程度の流量に対して
河川水位を算出します。

このときの河川水位と流量の関係を水位～流量（Ｈ～Ｑ）の関係式で
表します。

様々な流量に対する河川水位
の算出 河川水位と流量（Ｈ～Ｑ）の関係

大和川17.0ｋ
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H13年度測量断面

Q2＝1040m3/s
計画流量×20％

Q1＝520m3/s
計画流量×10％

Q3＝1560m3/s
計画流量×30％

…

大和川17.0ｋ
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水
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（
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H～Q関係式

Q=48.23(H-10.84)
2

流下能力

Q＝4800m3/s

評価水位

H＝T.P+20.815ｍ

Q1=520m3/s

計画流量×10％

Q2=1040m3/s

計画流量×20％

Q3=1560m3/s

計画流量×30％

第６回流域委員会の質問に対する回答
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【完成堤】 【暫定堤】 【堀込み】

●評価水位の設定
【完成堤】 【暫定堤】 【堀込み】

余裕高

評価水位＝計画堤防高－余裕高

ＨＷＬ

評価水位

（右岸）

計画堤防高
計画堤防高

ｽﾗｲﾄﾞﾀﾞｳﾝ
堤防高

余裕高

評価水位＝ｽﾗｲﾄﾞﾀﾞｳﾝ堤防高－余裕高

（ただし、HWL以上となる場合は

HWLを評価水位とします。）

評価水位

（右岸）

地盤高

地盤高

余裕高

評価水位

（右岸）

評価水位＝地盤高－余裕高

（ただし、HWL以上となる場合は

HWLを評価水位とします。）

現況流下能力⑩（堤防評価と評価水位）

余裕高

評価水位

（左岸） 評価水位

（左岸）

余裕高

計画堤防高 計画堤防高

評価水位

（左岸）

余裕高

余裕高

余裕高

●堤防断面評価

※余裕高は流下能力に応じた値とします。

地盤高

地盤高

現況の堤防高が低い場合や堤防幅が足り
ない場合は、計画堤防断面を満たすまで堤
防高を下げて評価しています。

計画堤防高

計画堤防高

ＨＷＬ

ＨＷＬ

ＨＷＬ

ＨＷＬ

ＨＷＬ

各地点における河道の流下能力を算出するため、堤防の断面評価を行
い、各断面の評価水位を左右岸に分けて設定します。

ｽﾗｲﾄﾞﾀﾞｳﾝ

余裕高

ｽﾗｲﾄﾞﾀﾞｳﾝ
堤防高

余裕高

第６回流域委員会の質問に対する回答
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【大和川下流】
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行基大橋
第六大和川

橋梁 亀の瀬橋
阪堺大橋 阪和線大和川橋梁

新明治橋 河内橋

柏原堰堤潮止堤

西除川合流

西除川放水路合流
東除川放水路合流

石川合流

完成提

暫定提

未施工

堤防不要

改修状況

改修状況

現況流下能力⑪（流下能力図①）

第６回流域委員会の質問に対する回答
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【大和川上流】
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第 六 大 和 川
橋 梁

亀 の 瀬 橋 昭 和 橋 御 幸 橋 板 屋 ヶ 瀬
橋

王 寺 堰 堤

葛 下 川 合 流

飛 鳥 川 合 流

曽 我 川 合 流

寺 川 合 流

富 雄 川 合 流竜 田 川 合 流 佐 保 川 合 流

完成提

暫定提

未施工

堤防不要

改修状況

改修状況

現況流下能力⑫（流下能力図②）

第６回流域委員会の質問に対する回答
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【佐保川】
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現況流下能力⑬（流下能力図③）

第６回流域委員会の質問に対する回答



第７回大和川流域委員会

【曽我川】
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石川橋 完成提

暫定提

未施工

堤防不要

【石川】
現況流下能力⑭（流下能力図④）

第６回流域委員会の質問に対する回答



第７回大和川流域委員会

奈良県の支川の治水安全度は１／１０、１／１５
程度で、直轄区間の治水安全度１／２００に比
べると差があり、違和感を感じる。

第６回大和川流域委員会(H17.6.14)での荻野委員からの質問



第７回大和川流域委員会

大和川本川と支川の治水計画の考え方について
第６回流域委員会の質問に対する回答

●支川流域での考え方 （府・県計画）
本川、支川との合流部を基準点として、基準点上流域（支川流
域）に各支川の規模による計画降雨（２４時間雨量や１時間雨
量）を与え、流出計算を行い計画値を決めています。

●本川流域での考え方 （国計画）
本川は計画基準点の上流域に流域
の規模に応じた計画降雨（一般に１
日～３日雨量）を与え、流出計算を
行い計画値を決めています。支川
はその計算過程で合流点における
最大流量（通過流量）を計画値とし
ています。
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流
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通過流量
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第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

計画の規模について

一般に１級河川の計画規模は、流域における人口、資産価値等
により、主要区間は１／１００～１／２００（Ａ級～Ｂ級）、その他の
区間は１／５０～１／１００（Ｃ級）に設定しています。

大和川流域では柏原地点、王寺地点において上下流の治水安全度を考慮して計画規模

を整合させています。支川については、概ね１／５０～１／１００を目標としています。

２００以上

１００～２００

５０～１００

１０～５０

１０以下

Ａ 級

Ｂ 級

Ｃ 級

Ｄ 級

Ｅ 級

河川の重要度 計画の規模（計画降雨の超過確率年）※

※年超過確率の逆数



第７回大和川流域委員会

直轄管理区間と府県指定区間の治水安全度

第６回流域委員会の質問に対する回答

～ 河川審議会答申 平成８年６月～

治水事業は計画的に推進するものとし、大河川については、１００年から２００年に１度、中小河川
については、３０年から１００年に１度に発生する規模の降雨を対象とした計画目標のもとに整備を
推進する。当面の目標として２１世紀初頭までに、大河川については３０年から４０年に１度、中小河
川については、５年から１０年に１度発生する規模の降雨を対象とした計画目標のもと重点的・効率
的な整備を図り、概成する。

－ 整備計画 －

年超過確率 計画雨量
計画流量

m3/s
計画地点 年超過確率 計画雨量

計画流量
m3/s

計画地点

大和川

大和川（初瀬川） 1/10 51.6mm/h 380 指定区間下流端

佐保川

寺川 1/10 51.6mm/h 310 大和川合流点

飛鳥川 1/10 51.6mm/h 175 大和川合流点

曽我川 1/10 51.6mm/h 300
指定区間下流端
（葛城川合流前）

富雄川 1/10 51.6mm/h 260 大和川合流点

竜田川 1/10 51.6mm/h 300 大和川合流点

葛下川 1/10 51.6mm/h 260 大和川合流点

石川

東除川 1/100 75.8mm/h 440 大和川合流点

西除川 1/100 233.9mm/24h 380 大和川合流点

計　　画 河川名

整備計画

大阪府：
１０年～１５年後

奈良県：
概ね２０年後

大阪府指定区間

検討中

奈良県指定区間

現状で概ね1/10の治水計画は対応済み

年超過確率 計画雨量 計画流量 m3/s 計画地点

大和川

支川
検討中

計　　画 河川名
直轄管理区間

整備計画



第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

※工実における支川流量は、基本的に本川計画の通過流量の最大（対象６洪水最大）としている。

－ 将来計画 －

＊石川、奈良県支川の長期計画については、未策定であり、参考値として以前の計画（全体計画）を示している。

年超過確率 計画雨量
計画流量

m3/s
計画地点 年超過確率 計画雨量

計画流量
m3/s

計画地点

大和川

大和川（初瀬川） 1/80 76.9mm/h 650 指定区間下流端

佐保川 1/100 76.9mm/h 490
指定区間下流端
（秋篠川合流前）

寺川 1/50 69.4mm/h 505 大和川合流点

飛鳥川 1/50 69.4mm/h 260 大和川合流点

曽我川 1/50 69.4mm/h 470
指定区間下流端
（葛城川合流前）

富雄川 1/50 68.4mm/h 390 大和川合流点

竜田川 1/50 69.4mm/h 450 大和川合流点

葛下川
1/50

暫定(1/10) （51.6mm/h） (310)
大和川合流点

＊石川 1/150 255.8mm/24h 1700 道明寺

1/100 75.8mm/h 440 大和川合流点

1/100 233.9mm/24h 380 大和川合流点
西除川

※整備計画＝長期計画

※整備計画＝長期計画

計　　画 河川名

将来（基本方針）

長期計画

大阪府指定区間

東除川

＊奈良県指定区間（全体計画：参考値）

年超過確率 計画雨量 計画流量 m3/s 計画地点

大和川
柏原地点：1/200
王寺地点：1/150

柏原上流域：280.6mm/2日
王寺上流域：268.2mm/2日

柏原地点：5200
王寺地点：3400

　基準点：柏原
副基準点：王寺

大和川（初瀬川） 1/80 76.9mm/h 650（奈良県計画） 直轄区間上流端

佐保川 王寺地点：1/150 王寺上流域：268.2mm/2日 900 大和川合流点（通過流量）

寺川

飛鳥川

曽我川 王寺地点：1/150 王寺上流域：268.2mm/2日 930 大和川合流点（通過流量）

富雄川

竜田川 550（奈良県計画） 大和川合流点

葛下川

石川 柏原地点：1/200 柏原上流域：280.4mm/2日 1700 大和川合流点（通過流量）

東除川

西除川

将来（基本方針）

工事実施基本計画

計　　画 河川名
直轄管理区間



第７回大和川流域委員会

第７回大和川流域委員会で説明

治水的に見て、奈良県側と大阪府側では川の性
格が違うと思われる。特に王寺から上流は、河
川網のようになっており治水の方法も形態が変
わると思われる。大和盆地で実施されている総
合治水の具体的な内容、施設について、具体例
や写真等を見せて欲しい。

第６回大和川流域委員会(H17.6.14)での荻野委員からの質問



第７回大和川流域委員会

基本高水を決めたときの降雨波形を全て示し
て欲しい。

第６回大和川流域委員会(H17.6.14)での井上委員長からの質問



第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

工実対象６洪水（著名６洪水）

工事実施基本計画では、昭和２８年９月洪水をはじめとする過去
（昭和４７年以前）の著名６洪水に対して検討を行い、柏原地点１
／２００確率規模の洪水に対応できる計画を策定しています。

工事実施基本計画 検討対象著名６洪水

※表の値は昭和52年工事実施基本計画による

S28.09.25 158.3 1.77 5,200 150.6 1.78 3,400 台風 ・ 前線

S31.09.27 207.0 1.35 4,200 191.8 1.40 2,800 台風 ・ 前線

S34.08.14 210.2 1.33 3,300 207.9 1.29 2,200 台風 ・ 前線

S35.06.22 166.8 1.68 3,000 159.5 1.68 1,800 低気圧 ・ 前線

S36.10.28 176.6 1.59 4,000 180.5 1.49 2,300 低気圧 ・ 前線

S47.07.12 142.7 1.96 3,300 139.7 1.92 2,100 台風 ・ 前線

王寺地点

実績２日雨量
（柏原上流域）

年月日

柏原地点

実績２日雨量
（王寺上流域）

引伸率

計画降雨280.4mm
年超過確率1/200

引伸率

計画降雨268.2mm
年超過確率1/150

ピーク
流　量

（m
3
/s)

ピーク
流　量

（m
3
/s)

洪水要因



第７回大和川流域委員会

第６回流域委員会の質問に対する回答

計画降雨流域分割図

工事実施基本計画の計画降雨分割は、下図の５流域に分かれ
ており、検討における流域平均雨量は、柏原地点、王寺地点を
含めた７地点において算定しています。



第７回大和川流域委員会
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柏原上流域平均雨量【実績】

柏　原 【計画】

柏　原 【実績】

9月24日 26日 27日25日

①昭和２８年９月洪水 (計画降雨流出波形)

第６回流域委員会の質問に対する回答

工実対象６洪水

降雨期間：S28年9月24日9時～9月26日9時

実績降雨分布

凡例

100 ～ 150
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> 400
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道明寺上流域平均雨量【実績】

道明寺（石川） 【実績】

道明寺（石川） 【計画】

9月24日 26日 27日25日
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王寺上流域平均雨量【実績】

王　寺 【計画】

王　寺 【実績】

9月24日 26日 27日25日

5200m3/s

1770m3/s

1/200引伸率 1.77

1/150引伸率 1.78 1/200引伸率 1.77

3400m3/s

690m3/s

1700m3/s

740m3/s
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②昭和３１年９月洪水 (計画降雨流出波形)
工実対象６洪水

降雨期間：S31年9月25日9時～9月28日9時

実績降雨分布

凡例

100 ～ 150

150 ～ 200

200 ～ 250

250 ～ 300
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350 ～ 400

> 400
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王寺上流域平均雨量【引伸】

王寺上流域平均雨量【実績】

王　寺 【計画】

王　寺 【実績】

26日9月25日 28日 29日27日
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柏原上流域平均雨量【実績】

柏　原 【計画】

柏　原 【実績】

26日9月25日 28日 29日27日
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道明寺上流域平均雨量【実績】

道明寺（石川） 【計画】

道明寺（石川） 【実績】

26日9月25日 28日 29日27日

4200m3/s

1410m3/s

1/200引伸率 1.35

1/150引伸率 1.40 1/200引伸率 1.35

2800m3/s

920m3/s 1250m3/s

730m3/s

第６回流域委員会の質問に対する回答
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柏原上流域平均雨量【引伸】

柏原上流域平均雨量【実績】

柏　原 【計画】

柏　原 【実績】

13日8月12日 15日 16日14日

柏原
王寺大和川

単位：mm

道明寺

凡例

100 ～ 150

150 ～ 200

200 ～ 250

250 ～ 300

300 ～ 350

350 ～ 400

> 400

降雨期間：S34年8月12日9時～8月14日9時

実績降雨分布

③昭和３４年８月洪水 (計画降雨流出波形)

第６回流域委員会の質問に対する回答

工実対象６洪水

王寺
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王寺上流域平均雨量【引伸】

王寺上流域平均雨量【実績】

王　寺 【計画】

王　寺 【実績】

13日8月12日 15日 16日14日

道明寺（石川）
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道明寺上流域平均雨量【引伸】

道明寺上流域平均雨量【実績】

道明寺（石川） 【計画】

道明寺（石川） 【実績】

13日8月12日 15日 16日14日

3300m3/s

1/200引伸率 1.33

1/150引伸率 1.29 1/200引伸率 1.33

2200m3/s

1150m3/s
800m3/s

520m3/s

1440m3/s



第７回大和川流域委員会

柏原
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mm

柏原上流域平均雨量【引伸】

柏原上流域平均雨量【実績】

柏　原 【計画】

柏　原 【実績】

22日6月21日 24日23日 降雨期間：S35年6月21日9時～6月23日9時

実績降雨分布

凡例

100 ～ 150

150 ～ 200

200 ～ 250

250 ～ 300

300 ～ 350

350 ～ 400

> 400

柏原
王寺大和川

単位：mm

道明寺

④昭和３５年６月洪水 (計画降雨流出波形)

第６回流域委員会の質問に対する回答

工実対象６洪水

王寺

0
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m3/s
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mm

王寺上流域平均雨量【引伸】

王寺上流域平均雨量【実績】

王　寺 【計画】

王　寺 【実績】

22日6月21日 24日23日

道明寺（石川）
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道明寺上流域平均雨量【引伸】

道明寺上流域平均雨量【実績】

道明寺（石川） 【計画】

道明寺（石川） 【実績】

22日6月21日 24日23日

3000m3/s

1/200引伸率 1.68

1/150引伸率 1.68 1/200引伸率 1.68

1800m3/s

710m3/s
900m3/s

1200m3/s

430m3/s



第７回大和川流域委員会

柏原
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柏原上流域平均雨量【引伸】

柏原上流域平均雨量【実績】

柏　原 【計画】

柏　原 【実績】

28日10月27日 30日29日 降雨期間：S36年10月27日9時～10月29日9時

実績降雨分布

柏原
王寺大和川

単位：mm

凡例

100 ～ 150

150 ～ 200

200 ～ 250

250 ～ 300

300 ～ 350

350 ～ 400

> 400

道明寺

⑤昭和３６年１０月洪水 (計画降雨流出波形)

第６回流域委員会の質問に対する回答

工実対象６洪水

王寺
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王寺上流域平均雨量【引伸】

王寺上流域平均雨量【実績】

王　寺 【計画】

王　寺 【実績】

28日10月27日 30日29日

道明寺（石川）
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道明寺上流域平均雨量【引伸】

道明寺上流域平均雨量【実績】

道明寺（石川） 【計画】

道明寺（石川） 【実績】

28日10月27日 30日29日

1030m3/s

1/200引伸率 1.59

1/150引伸率 1.49 1/200引伸率 1.59

2300m3/s

910m3/s 1150m3/s

420m3/s

4000m3/s



第７回大和川流域委員会

柏原
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柏原上流域平均雨量【引伸】

柏原上流域平均雨量【実績】

柏　原 【計画】

柏　原 【実績】

11日7月10日 13日 14日12日 降雨期間：S47年7月10日9時～7月14日9時

実績降雨分布

柏原
王寺大和川

単位：mm

凡例

100 ～ 150

150 ～ 200

200 ～ 250

250 ～ 300

300 ～ 350

350 ～ 400

> 400

道明寺

⑥昭和４７年７月洪水 (計画降雨流出波形)

第６回流域委員会の質問に対する回答

工実対象６洪水

王寺

0

600

1200

1800

2400

3000

3600

4200

4800

5400

6000

10 22 10 22 10 22 10 22 h

m3/s

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

mm

王寺上流域平均雨量【引伸】

王寺上流域平均雨量【実績】

王　寺 【計画】

王　寺 【実績】

11日7月10日 13日 14日12日

道明寺（石川）
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道明寺上流域平均雨量【引伸】

道明寺上流域平均雨量【実績】

道明寺（石川） 【計画】

道明寺（石川） 【実績】

11日7月10日 13日 14日12日

1050m3/s

1/200引伸率 1.77

1/150引伸率 1.78 1/200引伸率 1.77

2100m3/s

900m3/s

3１0m3/s

3300m3/s

900m3/s



第７回大和川流域委員会

溜池は、集中豪雨時などに保水能力を発揮
する点が重要だと思うが、分水後はため池の
埋め立てが増えている。どれくらい埋め立て
が進んでいるかを示すデータを示してほしい。

第６回大和川流域委員会(H17.6.14)での和田委員からの質問



第７回大和川流域委員会

ため池に関する調査について

ため池の埋め立て実態

調査期間：昭和５４年～平成６年

無くなったため池 上流奈良県域 １，９６８個（池面積 １４１万m2）

下流大阪府域 ９４８個（池面積 １０２万m2）

合 計 ２，９１６個（池面積 ２４３万m2）

新たにできたため池 上流奈良県域 ２７７個（池面積 １４万m2）

下流大阪府域 １２４個（池面積 ２万６千m2）

合 計 ４０１個（池面積 １６万６千m2）

ため池個数（Ｈ７．３） 上流奈良県域 ４，６１９個（池面積 ９８８万m2）

下流大阪府域 １，８０３個（池面積 ５０１万m2）

合 計 ６，４２２個（池面積 １４８９万m2)

なくなったため池の割合 上流奈良県域 約１４％

（昭和５４年～平成６年） 下流大阪府域 約２０%

全 体 約１６％

第６回流域委員会の質問に対する回答

出典：大和川流域ため池実態調査報告書



第７回大和川流域委員会

ため池潰廃分集計表 （昭和５４年～平成６年）

第６回流域委員会の質問に対する回答

10,789310141.36161,843東除川

9,276353354.80139,119石 川

下

流

域
7,6091741.10114,131今井戸川

38,512172162.85577,670西除川

1,9009662.6228,496大和川残流域

68,086948762.731,021,259小 計

94,0171,9682,189.071,410,230小 計

上

流

域

合 計

6,32812987.5394,931残留域

10,297495207.01154,453富雄川

2,4953743.4437,419高田川

3,0835281.7345,566葛城川

1,840140245.7627,589曽我川

2,150205.8332,245飛鳥川

162,1032,9162,951.802,431,489

12,850258868.96192,766竜田川

3,2284637.3048,417寺 川

12,603288189.57189,042葛下川

5,6636948.5884,928初瀬川

33,525434373.36502,874佐保川

年平均潰廃面積(㎡)ため池個数集水面積(ha)ため池面積(㎡)流域名

出典：大和川流域ため池実態調査報告書



第７回大和川流域委員会

奈良県 － 流出抑制に関する規制

●ため池の埋め立てに関する規制

○大和川流域総合治水対策協議会 大和川流域ため池

治水機能保全対策指針（案）

・流域内のため池を極力保持するとともに、治水容量

の確保を積極的に図っていく。

・ため池の潰廃時において下流の治水安全度を低下

させないために、ため池の保持及び治水上有してい

る機能の保全を積極的に図っていく。

○開発許可における規制

・明記された規制はない。（ただし、ため池の保全に関

する条例のなかで、ため池の破損、決壊等による災

害を未然に防止するための事項を定めている。

・開発許可申請が県にあがってきた時に、農林部局で

下流の住民の合意を得る指導をしている。

・また、河川部局では、流出抑制施設の設置を指導し

ている。

●開発に伴う流出抑制に関する規制

・大和川流域総合治水対策協議会のなかで、1ha以

上と1ha未満0.3ha（暫定0.5ha）以上に分けて調整

池を設置する。

大阪府 － 流出抑制に関する指導

●ため池の埋め立てに関する指導

○開発許可における指導

大和川下流域総合治水対策連絡会

大和川下流域ため池利用技術基準（案）

・開発許可が府にあがってきた時に、農林

部局において、ため池管理者の許可を得

ることと、出来るだけため池を保全するよ

う指導している。

・河川部局では、池の潰廃により下流河川

に流出増が生じないよう、流出抑制施設

の設置を指導。

●開発に伴う流出抑制に関する指導

○大和川下流域総合治水対策連絡会

大和川下流域調整池技術基準（案）

・１ha以上の開発については調整池の設

置を指導。

・０．１ha以上、１ha未満の開発においても

流出抑制施設の設置を指導。ただし、浸

透施設の併設を可能としている。

第６回流域委員会の質問に対する回答



第７回大和川流域委員会

河川への土砂の堆積や浚渫工事をどこでど
の程度やっているかについてのデータを示し
て欲しい。

第６回流域委員会（H17.6.14）での和田委員からの質問



第７回大和川流域委員会

河口部掘削①（江戸時代の寄洲撤去）

河口部では、付替以降土砂堆積が発生し、堺奉行所により計画的に
河道内土砂（寄洲）の撤去が実施されていました。

大和川寄洲取払絵図(江戸時代）

出典 堺市立中央図書館

第６回流域委員会の質問に対する回答



第７回大和川流域委員会

河口部掘削②（工事実績①）

河口部では、出水による土砂の堆積が顕著であり、河積を確保するため、河床掘削
工事を実施中であります（S58～S62、H11～現在実施中）。

河口部掘削の工事実績(S58～S62）
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昭和61年度
V=47,100m3
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第６回流域委員会の質問に対する回答



第７回大和川流域委員会

河口部掘削の工事実績(H11～現在実施中）
河口部掘削③（工事実績②）
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第６回流域委員会の質問に対する回答




